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年の場合、9 月 25 日）に大阪府の A 地区
において震度７の地震が発生した。B 女子
大学に避難する住民のために災害支援ナー





















































































































 受講者 41 名の内、2014 年度、体調不良
の学生が無理をして参加していることがわ












































































































 表 1 に示すように、実際には多くの費用を必要
とせず、災害自体がライフラインの途絶や物品不
足という状況であることから演習自体の開催は
難しいものではないといえる。一方でリアリティ
にかけるという意見もあり、学生同士であること
で臨場感の不足に対して、関わる教員が災害状況
を演出する必要がある。しかし、これらの意見は
少数であり、実際には、学生は電気を使わず、床
に寝袋で寝るという経験をしていることもあり、
多くの学びを得ていることがわかった。 
２．夜間演習における学生の体験 
多くの学生が、ライフライン不足や不慣れな環
境での生活に身体的心理的ストレスを感じ、避難
生活の困難さを実感していた。そのことがより深
く被災者の状況を考えることに繋がっていた。一
方で、限られたもので工夫することや支援者との
人間関係が避難生活のストレスを軽減すること
に気づくことができていた。また、災害支援ナー
スとして活動してみることで、支援者の役割を知
ると共に支援のむずかしさや支援者の気持ち、ス
トレスに気づくことができていた。この授業の目
的には、被災者の気持ちを体験するとともに、避
難所で活動する看護者としての準備について考
察するとあげたが、被災者の気持ちに関する感想
が多く述べられたこと、支援ナースとしての物品
の準備にとどまらず、支援に対する覚悟や任務を
果たすことへの精神面での準備の必要性につい
て感想があったことから目的が達成できている
と考える。さらに学生自身の技術不足や知識不足、
臨機応変な対応力不足を痛感することにつなげ、
学習意欲の向上に影響を与えるのではないかと
考える。昨今、さまざまなところで、災害支援に
おけるリーダーの存在が必要とされており、1 例
ではあったが、支援者の指揮をする人が必要であ
るというところまで気がつくこともできていた。
加えてこの演習をとおして、自身の災害への備え
を考えなおし、災害を身近に感じることで個人の
防災意識を高めることにもつなげられていた。
2013 年～2014 年に災害看護学演習について学生
に行った調査結果（西上ら，2015）では、開講前
にこの夜間演習への興味が高いことが示されて
おり、学生が積極的に取り組んだことも影響した
と考える。百田ら（2011）の調査でも災害看護へ
の興味を深める結果となっており、夜間演習は効
果があると考える。一方で、演習への参加者が 6
名のときもあり、人数が少ないことは臨場感が低
下する可能性があるため、演習前の授業での関わ
りから多くの学生の参加が見込めるような働き
かけが必要である。 
 
Ⅵ．結論 
 夜間演習は、災害後の避難所に関するごく一部
の体験ではあるが、学生にとってはその不便さを
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体験する中で、被災者の気持ち、支援のむずかし
さ、避難所における看護師の役割、災害への備え
の大切さを気づかせる良い学びを与えていた。 
  
謝辞 
 この報告作成にあたり、回答にご協力下さいま
した履修生の皆様に感謝申し上げます。本原稿に
関して、その一部を日本災害看護学会第 17 回年
次大会において発表した。 
 
文献 
百田武司、中信利恵子(2011)．避難所疑似体験演
習の効果と課題. 日本赤十字広島看護大学紀
要,11,1-9． 
西上あゆみ、渡邊智恵、神崎初美(2009)．新潟県
中越沖地震における避難所看護活動−夏期の避
難所の課題と看護の役割−. 日本集団災害医学
会誌 14(2)，227-232． 
西上あゆみ、三浦藍、張暁春(2015)．災害看護学
演習の構築と学生の評価．日本災害看護学会誌，
17(1)，177． 
小原真理子(2008)．災害看護教育プログラムの実
例．看護教育，49(3)，239-244,医学書院． 
佐藤美佳(2015)．看護基礎教育における災害看護
学教育に関する研究―災害看護学構築に向け
た全国実態調査結果（第 1報）―．日本災害看
護学会誌，17(1)，189． 
澤田由美、池本ちひろ(2008)．災害看護の授業を
導入して．看護教育，48(11)，1002-1007，医
学書院． 
山本あい子、増野園惠、津田万寿美、中西睦子、
安藤幸子、山田覚(2005)．災害看護教育プログ
ラムの開発―災害看護教育内容の抽出とカリ
キュラム構築―．日本災害看護学会誌，6(3)，
15-29． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
???????における???????????の????
- 28 -
